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　　　　　　　　　　　　　　　　　前　　　　　　　　書

第1鞭こ於て，繰枠の剛磁力：一定であつても，繰枠が多劒移の揚合，繰糸速度はたえず，速度変

指即ち加速度を生じ，繰糸速度が大きく’1［ると加速度は益々甚しくなる結果，繰糸彊力の振動も大き

く作用し，膠着抵抗や繰鍋中の繭の反転抵抗を助長せしめ，糸質の低下，落緒圓数の増加等悪影響を

及幟すことを理論と震際とにつき証明した。i欠に本閲のポツトシルク繰糸機のポツト内の糸の湿動糸

形及び張力等を研究し，繰糸の理法にかなつた長所を逮べて見度い

（8）濯ツト内の糸の運動と張力

　第1報で略図にて大体の繰糸順序を娩明したのであるが，更に改めて第磁図で少々詳しく之を蓮べ

ると，糸のva出ロ　一一ラー・Bの回転によつて，繰鋤Aからの糸は凹転接緒機構Eに穿たれた孔を通遡し

て魅き揚げられ，逡禺ローラーから更に糸は導糸管Cを通過し，回転しつエあるボツト内に懇き取ら

れる。従つて逡出ローラーで糸は繭から解艀されて引き揚げられるが，逡剛目一ラー一一・通過後の糸は自

重の外，ポツト内の遠心力から来る張力と落下附着水のカで繰糸されることになる。糸と共に導糸管

からボツト内に入つた水はポツトが遠心分離機の役目を同時に果して，水ばポツト壁の小孔からしぼ

り取られるeその間糸セこは所定の撚がかxりポツト内壁に雀き取られる。繰糸中鱒糸管は約7cmの振

幅で緩かに上下濯動をなし，糸はボツト内壁へやはり7cmの幅で魅かれる。そして逸幽ローラーは段

車により数段の変速が可能になつている。

　　　　　第t4図　　　　　　　　　　　本機使用工揚の一・・一例を逸べると　ボツト回転数は，5，δり0

　　　　　　　　卿㌃環∵墾墾　

　　　　　　　／　i　　　　蚕霧亟輩置璽顎斑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　／　　1　　　　　　　　29，・o

　‘r　　　　　　　　・　　　　　　　　　39．6

　　　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　55．5

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　76．8

　　　　　　　　τ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　106，3
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　　　　　　　　　　　　　　　，　　　ポツト回転と糸の還動，形及びその張力等に関する研究は

，＠n「副　竃難鵬蹴誓稟齢驚Σ蕪鴬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　所からも充分な研究が必要である。又本機発明者の一一人湯原
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氏の翻書によると14ヂ・一ル以下の承田繰糸が阿能であるとい腿逗論的根瓶。の部分に劔れ

ている。

化轍維方面鞭用のボツ陛一夕一にオ伽ての研究は最近益嚇んで皮、り，その振動や，ボツト

の回転ζ強度との関係等に対する研究結果は市機にも，当てはまる所で攻Pるので，本機に極く大切な

糸の運動に就いて以後述べることtrcする．　　　　　　’
　第15図ば本器の形，大きさの大休であつて，ポツト鯛壁の　　　第！5図

煽罷；貿罰5髄亡忽麓螺審劉紫蝶灘範L∵1二に1獅二軸簾

た水が，こXから外部に逮心力でしぼり取られる。上瀧裏面

と下底との距離は約8cm，又上藍の中央に直穫5cmの孔が開

いていて，外気と連絡し，この孔の中央に導糸管が亜i直に入

り，上下遺動をしている。

さて理論を進めるために，ポツトとは別に無限に提い2つの

円筒が同一軸を共有し，その軸の廻りに回松している。今こ

の2つの円筒間の流体の遮動を検べるために，2つの円筒間

に更に孚径γ及びγ十♂γの仮想円筒i疏に区切られた流休を想

像し，之に作用する流体の摩擦力による原慮の廻りの一Z－・・一メ

ントを考えると　γの円筒面では円筒の単位匿さに就いて

撃
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　　　　　　　ヌ亘警こ　　　　　　　　　　　　2πγ／’t携τ罪互二r－’2rrγ1μ碧一・…　…（1）　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ十‘～γの面では

　　　　　　　　　遜但儲臨藩讃輪1㌔の流イ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の角速度で麦、る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）式と（2）式との蓮は

　　　　　　　㌦ン　　　…誘（，，‘～ωγ’…マ～デー）d・…・一⑧

定常纐の腸合にはγとγ柚との銅欄の淋の渾舩の原点の廻りのモ”一　ptントの変化はな

いから零であるo

即ち…一 U（・噸臨・・或は・溜・・C・　∴d，，　，＝　c，　：lr，

∴ω一一ﾛ＋・・………④

　こxでC1，　Cuは共に随分常・数である。

繰初の内側円筒の鞭をγ・，その髄戯ω，とし、三耕側の円筒の報1をγ1、その角速度をω、

とすると，（4）式から

　　　・・一一£1㌦＋c・一…・㈲　　ω1＝L－一鵡＋α・…・…（6）

（5）式と⑥式とから積分常数を求めると，
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　　q・二艶二駈；レー堺：辮濃…
　　　　オγ12　　2γ02

　之等を（4）式へ代入して整頓すると，

ω＝唐P罪福幸＋『響三劉㍗㌧ω一ω1聖課y卿景

　　或は一・賦鴨γ灘瑚ll（γ゜L’－r2）一

　こXでポツトの揚合に当てはめてTe　：O；（Oe＝Oと醗くと，　　　　　　　　、

　　　　　　　　c）　　l｝　　ω鴬．二讐］一鴛＝ω1
　　　　　　一γ＝γ1“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　即ちγ1円筒内の察気はγ1円筒と同じ角速度でli蔓1転していることになる。

　さて之は始めに述べたように円筒が無限に畏いことX，円筒が比較的低速度で圓転するという2條

件の下に渚えられる結果であるが，本爽験のポツトは無限に長くV　’X　‘！1いが，［，i］筒の上一Nよ外気と殆ど，

遮断され，僅に上蓋が申央に5cm脛の孔があることΣ，ポツト周壁に0．5mm懲の：し6倒の小i・Lが開い

ていて，外気と連絡する程度であり，3／低速回松の下に導かれた式とはいえ，円筒の外側の流体に渦

等が生じて乱流になることが湾えられるが，円筒の内側の流休は，相当の高速度に於ても上式が成立

し，流れは定常歌態を保つものと湾えられるo

　そこでボツ1・のアルミnウム製の上萱を禰子製の同形の盆に醗き換え，試みに線雷の煙で察気の流

れテ伏態を硝子蓋をとおして観察すると，ポツト内の煙はポツトの中心を中’i・とした綺麗な円を描き，

線香を取り虫つた後も暫くその状態を維捲する。上萱の孔附近の察気の流れな検べると極くわずかに

察気がポツト内に流れ込む程度で思つた程の流れは見られない。之1よボツト周壁からの峯気の逃げが

殆どないことであつて，この小孔は輿際繰糸の揚合質量の大きな水は活濃に逸敬するが，質量の小さ

い察気はこの現象は余り起らないと湾えられる。しかしこの煙の様子丈ではポツト内の察気の角速度

は解らない。風速計特に熱電堆やビトー管を利用して風速を測ろうと工夫して見たが摺、うように行か

ない。理論的にポツトより多少の角速度の邊れが察気にないと繰糸ヵ咄来ない。何故ならばりの速度

で繰糸している揚合，糸はやはり毎秒じcm丈ボツ1・内壁に巻き取られ，その結果は第17図のように

　　　　　　　　劉7図　　　　　　　　糸の剛卿よボツトの回転に遼れる。そのため着しポツト

　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　内塞気がポツトと同圃転ならば風ほ図のように糸に突き

　　　　　　　　凶1総慰1叢ll鵬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この理論による糸形を打ち浩すような現象が起るのでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるが。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に糸の形と糸の張力を求める式を導いて見よう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鋼8図に於てポツトの申心Oの仁躍にある導糸管から出

た糸が矢印の方向にω、の角速慶C剛乱つ瑞るポツト内壁に髄取られている或る瞬間の糸

’の形を老え，それをOMPとする。今回輯咽票ξηな湾え・糸形と共にωの角速度を以つて中心0の

廻りを回転している。中心0からγの距離にある糸形上の一点Mに糸長肉をとり，その部分に作用す

る力豫考えて見よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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第f8図　　　　　　　　　　　ボツfの角速度ω1と糸形着．しくは回転座標

　　　　　＼？　・健　　肌。燃継度R、、、ポツ，の内糀、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するっそこでdsに作用する力は回転鴎標軸

，　　’f4‘9　　　　　に対し糸酢肘る鋤の他に運」励速度
　　　　．　　　　　　　　　2笠仏）　　　　γω鷺から来る力，コリオリの加速斐2りωから

　　　δ　「’t　　・　来勧及びポツト内猿力・糸酢肘繊抗
　　　　　　ψ・　　　　　　力等であ為但しこの際糸の置鋤は一水‘師1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω1　上に於て行われるものと仮定する。

　　゜　　iωIB謙轟謡麟難用鋤のう
　　IT・ゆ一W幡ヤ「m…（2咄・・s・・の霜m・1・τ…一・…

　」又糸に切線方尚の力の釣含式は，　　　　　　　・

　　　・－dT十Wdscosqslnop　：mi7src，）：’cosq－…・（2）

　　こts，で鱒よ今労えている糸長而の所で糸に引いた切線がγ方向となす角，　mは糸の単擾位の質蚤，ρ

はds部分の糸の曲率孚篠てあるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　又Wは風が単位長さの糸に直角に作用す抵批力で座．る，この抵抗力に就いては樋々の輿験式がある

がLambの理論式は次のようであるo

　　　即ちw＿＿竺質壷．肱．’　．　、　t／
　　　　　　　　　　　箋一一1・9：：」・響璽

・　こxでμは察気纈度，数値1．78Lle）Masheroni常数Reはレーノールヅ数，αは糸の断面め…ド樫

で2ユ．04デニールの本機繰糸のものは水を禽んで0．OO7cm程度である。又uは糸に対する察気の関係

速度である。

　さて（1＞式及び②式からW中のuの値が求まらなければ，之を解くのvt面倒であるが，αもUも非常

に少さく．鱗ろ輿察申の糸の湿動と考えられ，微分方程式の解を求めた．ヒで，爽際回転中の糸形を何

らかの方法で捉え，之を比較する方が間題が樂に解決されると駅っれるので）t上式のWの項を取り虫．

つてその解を求めて見る。

　そこで（1）式を書き換えて整頓すると，

　　　T＝mρ（2”ω＋γω2sinの＋mり・…一・（1）’

　（2）式も同様にして，　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　，

　　　T＝一響二（R2－一γL’）＋mVtUIR…一②・

　（1）’式と（2）’式とを等櫨して　　　　　　　　　　　’

　　　・（2”ω＋・ωン論・・）＋ボー穿（R・一・・）＋・…R………（・）
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こ、でρは齢牛as，γは中心からの距離であるから，之等をξ，η破し“醐靴て卿式が得ら

れる。

蛎一謡麟計　蝋πη⊥・・…輔
　　　　　　　　　　　　N
　④式申，ηノ，η〃は夫々ηをξについて1圓若しくは2回微分したことを示し，

　　　δ訓，・一．牽＿、ω1Rと麗いた　　　　　　　　　　tt／
　　　　　　　　N

さてこの式の解析はrkT（Silのよう一6あるからAdams　Bashf・・th法に」の，近伽勺に糸のヲ1％∫拙

すことにするo　層

今ξ。。・，。。・嚇，♂・・なるよう・・lll脚轍螂時，倣から・…一勘ω潤・・＠）鵡

もうPt度微分して，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：l

n”J＝，v…塑脇悔1識蝉盛艶

…｛　一ｿ1鍵：講1撃喫饗継吻：？一一一一・一

　更にもう一度微分して，

　　　　r／””　：………

　之等に上の値を代入して，

　　　　n・’・di・，　O・・’，t・　＝一一璽製・璽毅・な・・

　そこでボツト申心附近で糸の形がs

　　　・…＋・［）s（ξ一ξ・）＋Ei：t」’T．・一・・S，（ξ一ξ・）・＋一毒・・ノ”（ξ一ξ・）：’＋・一…⑤

な・T・yl・r’・S・・…が近脚・期出瓢もの剛・・齢ξ・ξ・一蕊一とし測・磁の知の億

を之に代入して，

　　　…1、一告（2uω　b）・・・…Rl・＋冠r津讐＋41幽（・・　IR）P＋………（6・

　今仮に第4表中の巻取糸長を55．5m／minとすると，　v　＝‘J2．5cm／s，父ボツト園転角速度を5，50【｝

r・・P・・m・．として…　57δ・7・／・・ボ・・内鞭R≠7・・「・mとすると・一・・一一養・鵬4・／…b＝：

一一
X，311，400（cm／s）2，ηo”＝0．　Ol．1．：1．，η1，s｝，，＝o．00じ76τ曇0となり，

　　　ξ・弍一・・…m耐し（6）式力・ら・・，　07i＝・…3となる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
更1・ξ1＝・・75・ml・・　・・…3の点・・鮒る・・’・一｛饗塩部…°41，

　　　η1，，＝＝－9，252，0「OO，　　　　　η1，，㌧瓢0．0003→0，　　　η1，，，，・→O

　之等を再び（6）式に代入して，

　　　ξ2罵1・20に鮒しη2・＝0・006
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以胴様の方瀬を返すことにより（ξ、，　i？a）　，（ξ識），………等が求騒。　　　，

．．一…垂奥．＿＿＿＿　　　次に第蝦・1・の徽糸長鰍禰…．3m／ni’i・から

繰　糸　速　匿　　繰　糸　速　度　　（ξ・η）を求め，前の結果と合せ第5表に示した。
一．t－v＝92・5c’n／s @．，・－2・6・・／・　触度。の騰座撫対する糸の形螺、熱。よりボツ

．一ξ璽ll鞭・！－L萱～酬鞭・二・“トの欄上に図尉ると鄭図で騒q
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　0’　　　　第19図

0，001　　’C

O．OU

O，029

0，056

0，085

0．120

0，164

0，220

0，287

0，370

0，475

0。う89　　　　・｝・

0，714

＼　　　＼

へ　　　ロへ　　　　コ　に　ヨ　へ　 @　　　　　　－＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　メ－t　　　　　　・　　　　　　　　　　　　，，

蝋的に求めた紳形蠣く麟の・」・さ噸樋繍・近い鰍をなしてL・る．そして獄の抵搬

鰍し鵬合糸の形は・その羅，太さ等レ・鰻係で踊。

次に細ボシ脚・於ける弓動は…’式から容易に之舷め・こと醐来る。即蝉糸管からポ。

ト内悶た糸彫畑）’式でγ・　oと置くことにより次のようになる。

　　　T胃禦駈＋＿、R－．．（，）

ポツト1纏に於ては（2）ノ式でγ・　Rとして，T　・m。、。1R＿＿＿（8）

糸燃うて水薦下するので謙の羅を単1帳さ蹴・，て如曜の廊したら錨であるかと、、

うことであるが・之牒職礎ぺたように矧・糸の羅の3倍の水が騰雁含まれると考えれば

『嘱鰹馳糸が21・°‘デー一ルであるから糸の聾，潮，畑合せて約・．・…。／。mと見る。と

が融る・又R戴5・m仰・・…m／・・ボ・・鷹を・，…r．・P．・m．・して、、i　＝575．・。／、。一鵬

4・／・となるから・ポツト周壁が糸を引く、力は（8）式から，

　　　T・＝…1R当器・・2，・・r…5．…．・一・．・4・g

又導糸管幽口の糸の張力は（7）式から，

　　　T－一胆゜罫罵・・＋－1R・・．…。

ボツ嚇の舗の張力醐式から凄を求め…醐来・遜出・一ラー噺の綱長力は縣
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管出口の糸の張力へ途出ローラーから導糸管までの漏分と水分と糸の重量の和丈加えれぽよい。そこ

で導糸管出口と糸との間の摩擦を無覗すれば，途唱ローラーから導糸管を経てポツト周壁に至るまで

の糸の彊力図は第20図のようである。

　　　第20図　　　．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　ポツトシルク繰糸機で繰糸する場

繰翠　　　　　　　　、　　　　　合繰鍋から邊出・一ラーを経てボツ
糸　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　F内壁に雀ぎ取られるまでの糸の通

をタ’，s　　　　　　　　　　蹴第・4図蜆れぽ解るように，・
ノノ

3・・

　e，S　　　・　　1　臨　，　　どないこと・繰紳機械・フツク・
　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　l　　i　．1　鼓車等の振動個所もなく，且っ第1

　　　r－5曜一「蒸「ゼ「鷲譲姦齢轡欝騨
　　　陰　　　1患th　畢齢鋤秦禦欝巖
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　させるような不自然さは本機には全

く見られない・第1報第13図で見れば，’ツク，鼓車の所で糸が急激に屈曲してその際フツク，鼓車と

糸との間に如何に大きな摩擦力が生じるかを比較して，本機が繰糸で非常な長所を持つことがわかる。

伺本機は張力が殆ど零で雀き取られ従来の最大張力で雀き取られる機械と趣を全く異にしている。

　次に先に求めた糸の形は，ボツ下内に於て糸に室気の抵抗がないものとして理論的に求めたのであ

る。実際の揚合，室気の抵抗がどのように糸に作用し理論式とどのように違つているかである6そこ

で回転ボツ｝内の糸が実際にポツトに釜き取られている形や歌況を何等かの方法で捉えて見る必要が

ある。回転糸形を捉える方法として，高速度写真撮影による方法，高度の輝度による瞬間撮影，スト

ロボスコープによる方法，叉最近発売中のストロボストツプ
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なくて，経験上細糸による本機の繰糸は始動の際僅かの盛気移動で糸條が導糸管に附着したり，導糸

管から糸條なボツ1・内に落す困難さから来たものか，或は，細糸がポツト内察気の悌かの変動に支配

され，糸形を乱すためかとも周、われる。今までの所，ポツト内空気同転のつれがそれ程糸形に影響が

なく，室気抵抗が等閑槻される程度に小さいため，（4）式から糸形は糸の太さ，質量に無関係であると

いうことが出来るポ尚撮影に成功し、詳細に亘つて両潜の比較がtil二1来れば，察気遅れが明瞭となり，

更に嚴蜜な14デニ・・ルの限界点の正誤が解り，張力等もより正磁’に得らオ・L　6と恩われる。　　　　　、　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　　論

　先ずボツトシルク繰糸機による繰糸張力が理想的であることを知るために，第1報で座繰式による

繰枠の多角形から来る張糸振動鶴里論とi轍とから求め，伺繰糸の際フツク，鱒欝が糸に輿える鷹

擦力が繰糸張力の大ぎな部分を癒すことな論明した。叉本報儀に於て本機ポツトの高湘司転から来る

ポツト内の糸形，及び張力を理論と築際とから研究し，繰糸各郡の張力分布を求めた。帳力が座繰式

では繰糸機自身の掘動，フツク，鼓車等の糸に興える鷹擦力，繰枠が譲朔形であることか1う来る膿力

振動，更に之等が原因と癒つて営繭吐糸の條件から来ゐ抵抗な助成し，糸質，落緒数，繰糸速度等に

悪影響を及ぼすのに比較し，本繰糸機でけ，似上のような振動，張力変陀，麟擦力が殆ど全椰除かれ

又フツク，鼓車等で糸の通路ヵ櫓に向き嫉える等の無理がなく，極く隣跨セこ繰糸され，繰糸速度に

対する繰糸張力が如何に小さいかを知り掲るのである。その他，操糸と撚掛けとの2工程な岡時に竹

い時間と燃料の節約等も期伽キ来る。未だ本機が年藩く，研究ヵ9充分行われて居らないため，樹輻が

大げさである点，撚数と繰糸速度とが単独1哨由に得られるようにすること，細糸の繰糸君三でも容易

に得られるような工夫等が未解決で疫，る。今後ぽ更に機構の細部に鷺つて研究を燈めると同時に糸輿

の物理的研究とが差し迫つた間題である。

　絡りに本研究に対し，丈部雀から数度にわたる研究磯の炭附を受け，又工大轍授内田盤作氏・束大

敏授菅義夫氏から御懇篤な研究指導に擾し，本単部先生各位から慮接御援助を受け，伺契験設備に対

し，本学部学生，田申，鳥嗣，溝水3君から格別の御助力を得・たことに対し篤く感謝の意な表する次

第である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　（昭和26寧9舟　日本機械学会で発衷）
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　謎；第1報に於て、第1図、第ll図（b）、聲13図が上下激倒しているので訂正しますo
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　．　．．S．unユ．m．ary．　　、　　．、

　　　The‘‘Pot．Silk　Reeling　Machine”has　pots　instead　of　reels　used　i1ユgeneral・°日nd　th｛｝silk

thread　is　wound　and　twisted　inside　the　high　spec｝d　pgt　1）y　the　hc／tlp　of　the　c縦trifu鍔al　fく，r’c：t國ヤ

　6f．．its　a亡tached’i？vht6r畳・．』．’・∵．　　．．．、’．　．　．．∴　　　　∫〕　・．’　：一　　　　　ヒ・1．　　　　　・　．．　　　・　　　・．　．

　　’The．b6t．慮ec1～anl§mlis　the．heai’t　6f　t．his’machine，、　and．th（11）ett‘｝rmerlt．of　silk　qnality，　g，し1i．

tabie　twisting，　P6sもiもiiity　6f　fihe　thfehd’　reelihg，　reas61ユable　reeling　t6鵬i6n，　and　Fkecreas　e

of　the　number　of　tllread　brealcing，　etc．　d《｝pend　upon　this　m（tchanisin．
．し

sh◎t圃・亡i・lll　ip・・白tig・ゆ・晦th・・ad　m・ti。・・i・thゆtr．・hd・・th。・・m・・・…diゆ・

．・fth・・．　manufact・ry　was．perf。r煎ed　and　ln　c・nsaquenc・ジthd1ユread・蜘）e　ahd：ev（・ry　t・n鷲i。n
　’　　　　　　ロ　　　　　　

　bf・a11．points　of．・士116亡h虻bad．競as．961ved。．Tlle　differerユtia12（，（ltl．a価bn』tha｛i　expr｛｝蛉〔ts　tllo　thl℃1弛d卿

　shape　was　so　difficult　tQ　be　solvεd　1）y　a　general　method　that　th（うapprox覧matb　s【）ltlti（，n　l）y

lthe　Adams．Bashforth　method　was　adoptecl．　Thou鍔h　the　pot　revolution　and　the，　circ：しila’hion　c｝f

lth6．．inner　closbcl．air・are．　s磁PP6s吐｝d　to　be　entirely．ecluhl．　in．Mfill愈’s　th（i6ry，　the　ai治circulati｛．｝n

　ト　’　　　　　レ　，　　，し　　 コ　　　ピ　　　　ド　　　　　　　　の
’1 ﾚ．無．Pgtゆ1・、岬・rhl・e　i・supP・・ed・t・b・d・a・9・d．4　littl・　thai・thd蝋｝1・ti・h・f　th・

“pbt．b・caus。1・in　the・as・。t出is’ o・tl　many　sma11　h61鴫、s　thir・ugl・．the　P蜘h。ry（》f　th・pt・t

　and：acOmparati▽ely　large　hole　through　its　lid　connect　the　inner　air　with　the　outct，v　air・

1丁取・．、卿1．1・h岬一sh孕卿ゆ噸・叫． ｦim・・1・t勢11・b・・瞬・・⑳｝…r漁・・）’・1・

．iiAfte・，　th・r・mp4・ir9・1pf　／th・th…岬1・1・ap・w坤．．th。・岬・haP。　th・四。r・f・urid　t・撫

Ala1魚6きt．coihcid←nt　and　l　it　was　also　fou鳳d　tllat　the　air　resistancc｝to　the　threiacl　wEIS　s◎1i枕1｛，

　that　it　could　be　onユitted．

　　　The　reeiing　tension　in　the　case　of　the“Re・reel　Machine”was　reported　already　in　R（脚areh

皐rP9・＃・、ρf　th町F・ρ・1t￥ρf　T・xti19－　and　S・・i・・！t…ρIShl・・huU・i・。・・ityl　M・Th・・．・c、・蜘

・． 狽Un＄ibn　l　in．‡1｛e．case．of．　the“Re－re61　Machine”was　vety　large　on　account　of　the　vibration　of

this　maChine　itself，　the　resistance　of　hooks　and　small　guide　wheels，　th（｝vibratin．g　t｛lnsion

　owing　to　the　polygonal　reel　and　the　furtherance　of　the　bobbing．mot至on　of　cocoons．　On　the

・Q・t・，・・y・i・th・“P・t・Sillg　R・eling　M・・hi・・”th・rq…ures蜘i・g　tρ…1・・鍔ゆ駐・沿三i・鍔

tension，　and　the　path　and　the　motion　of　the　thread　are　natural　and　smoo㌻h。

　　　　　　　　　　　　　（Laboratory　of　Mechanical　Engineering，　Tho　FacU　lty　of　lrextil“

　　　　　　　　　　　　　　　　　aロd　Sericulture，　Shinshu　University，　Ueda，　Japan，）



三浦，内田，一志：絹織物溝造と塵擦性との関係について

P　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　1

・’

@　　　鰯灘懸i鞭

1翻．、灘灘欝蕪妻難i難・‘
　　tt・．・…：’・：・蝋勲∫・淵影概蝋’・磁．翼・峯　－『㌧　i　・：’『　：－．　』’・帽・．．：一．．、

P　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　9

，　　・。．灘．・灘灘灘　Ns’

　黙灘…灘灘灘獄，灘，戴葺懸　、　　　　　　　a

b

T　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　1

　　　　　　　　　　　　　　　憩藻敵　鱈Ft’／－tt．tt　　　　・・』・『　『』・v㌔・桑　撒・・…・』’／c’／／’t’・w　t’・t／’／’／；欝蘇涛や　”

1』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　　　　｝t“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　ミお

　　　．謹縣藻灘総強　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　繍、、　灘

T　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　6

a

忌濃灘　（第・図参照）


